
報告第２８号 

学校支援センターの取組状況について 

 
１ 若手教員に対する伴走型支援の実施状況について（令和４年度） 
 (1) 集合研修 

①令和４年５月９日・半日 講話・グループ協議 
②令和４年８月２２日・一日 西条小「オペラ『白壁の街』」練習参観・サタケ工場見学・グループ協議 

  養護教諭も含め、東広島市への理解を深め５年目の教員同士のつながりをつくる貴重な場となった。 
 同じ環境にある者同士の交流を深めるため、令和５年度親睦会を予定している。「お互いの授業を参観したい」とい
う希望が多くあり、来年度は授業公開の集合研修を実施する。 

 (2) 個別支援 
 ・３７人の５年目教職員に対し、１６５回の訪問支援を実施。トータルでは３００回以上の面談を実施。 

  ・その他、臨採も含め学級経営に悩む若手教員を２名重点支援。 
  (3) 自主サークル活動の支援 
  ・社会科サークルの継続を支援―会員数が倍に増加。 
  ・体育サークルを開始。２０名で発足、４回会合実施。会場予約をサポート。 
 (4) 管理職との連携 
  ・校長からの要請で、正式採用、臨時採用を問わず支援活動（河内小・下黒瀬小）を行った。 
 
２ 若手教員に対する伴走型支援の効果について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ スクールサポーター（退職教員）による支援（教科指導、学校運営、学校環境整備、部活動支援）の状況について 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 
スクール 
サポーター 

登録人数 ５８人 １３０人 １５０人 １７８人 
稼働人数 ５７人 ６８人 ７０人 １１２人 

相談・支援 
件数 ３３２件 ３６７件 ４５０件 ６８２件 
時間数 ２,３２３時間 ５,８７６時間 ５,３４９時間 １０，６８８時間 
訪問校数 ２園３９校 ２園３９校 ４２校 ２園４１校 

 
４ 成果と課題 
 ○発足初年度として、若手教員への伴走型支援、スクールサポートセンターによる人材派遣等、本センターの取組

について、高い認知度と肯定的評価を得ることができた。 
●ＩＣＴ活用や生徒指導等の今日的課題に係る支援、初任者研修を終えた若手教員の学びの場を充実させる必要が
ある。 

 
５ 今後の取組について 
 (1) ＩＣＴを活用した授業づくりに対する支援の充実 

国が示す配置基準（４校に１人）に対し、令和７年度の到達を目指して、ＩＣＴ支援員（授業支援）が２人配置
されており、新しい時代の学びの支援を行っている。 

 (2) 若手教員への支援充実 
  ・授業参観を新設（６年目教員代表・指導教諭） 
  ・２、３、４年目教員への個別支援実施 
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SSC（スクールサポートセンター）による人材派遣サポート

５年目研修（アドバンス研修）

自主サークル支援

指導技術動画（教材）制作

教育広報紙「ガッツ」

東広島市の教育の伝統・独創教育の研究

教職員交流の場づくり

支援を受けたことがある 知っているが関わったことはない 知らない
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学校支援センター 市役所4F 402室 ☎ 421-1155 FAX 420-0914

センター⻑ スクールサポート
coordinator

支援スタッフ４名 ICT支援員２名

アドバイザー
主任

学校経営アドバイザー３名

学校訪問・授業での
ICT活用の支援

教職員（５年目等）への支援

自主サークル支援

ガッツ編集

教職員交流

独創教育研究

センター内庶務

指導技術動画作成学校訪問・管理職（校⻑）への支援
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センター独自事業

未来へチャレンジする⼩中学校を支え、応援。東広島の伝統を受け継ぎ、教職員の成⻑をサポート

教育研究
所的機能

福利厚⽣
的機能

相談所的
機能

環境整備
的機能

・支援のスタートは学
校の「困り感」
・定期的学校訪問と校
⻑との連携

教職員の仲間づくり
・スポーツ大会
・自主サークル支援

・若⼿教員伴⾛型支援（５年目研修）
・教育広報誌「ガッツ︕」編集
・校内研修支援
・独創教育研究（市史編纂）支援

・ＳＳＣ事業（緑化・
木工・授業部活動支
援）の展開
・ＩＣＴ活用支援
・指導技術動画作成

センターの機能

組織体制⾒込 ６名体制→１２名体制

●教職員の⽋員、臨時的な業務の発生に対するオンデマンドの支援が必要。
●4年勤務で他市町に異動、転⼊の５年目教職員に期待。
●コロナ禍の中で教職員の交流と成⻑の場、専門性を⾼める場が不⾜。
●GIGAスクール推進、遠隔授業など最先端の取組と日常的授業での活用に課題。
●生徒指導・保護者対応、校⻑の経験や学校規模に応じた学校運営支援が必要。

①SSC（スクールサポートセンター）の人材派遣。5年目、150件・1000時間超
②５年目教職員伴⾛型支援（授業参観と面談）若⼿のニーズに応じた支援活動。
③自主サークル活動の拡大。教職員スポーツ交流大会等の交流の場の設定
④ICT支援員が日常的な活用を支援（GIGAっつ・教材紹介や共有財産化を推進）
⑤学校経営アドバイザー4名が、課題に応じて学校を訪問するなど短期集中支援。

支援策

現状

教育監・指導課

■若⼿支援・校⻑支援・ICT支援というマルチな視点での学校支援
■拡大したマンパワー活用によるセンター独自事業の推進
■学校における学校支援センターの認知度・貢献度の向上（目標100％）

期待される効果

津森 澤田

山田 倉田 陶山
村田 信広

新田

林 新谷 中嶋 竹原

■学校支援センターの役割を代表する事業 5年目 予算額1000万円
■退職教員の特技や経験を生かして学校現場を支援し負担を軽減しようとするもの。派遣に
よって現場の教員との交流を図る。技術や知識の継承も目的。
■校⻑の要請に応じて人材を多様に派遣するが、現場の⽋員を補充するものではない。

SSC事業（学校への人材派遣支援）
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教職員スポーツ交流大会
ソフトボール・ソフトバレー 会場︓市内⼩中学校

若⼿教員への伴⾛型支援の拡充

集合研修 ①5月9日

講話・グループ協議

集合研修②8月22日
オペラ白壁の街練習参
観、サタケ⾒学

授業個別訪問と面談
参観・個別支援

授業参観と協議

●６年目代表 ●指導教諭

① アドバンス研修（5年目教職員対象）に授業参観研修を追加

② 2・3・4年目教員への個別支援を新設ーSJS研修（10名程度）

⼩中別に各1回・合計2回参観午後開催・県学給 1日開催・⻄条⼩他 最低２回4〜5月と1〜2月

オンライン交流・実施日・曜日・時間を決めて、所属校で

Sophomore（２年目）
Junior（３年目）
Senior（４年目）

■対象者の担任や校務の状況に応じて負担になりすぎない計画を⽴てる。
■訪問回数や授業回数も特に定めない。年度途中でも終了あり。

サポート

●１年目Freshman時代は、⼿厚い指導。２年目以降との落差が大きいという声。
指導課のステップアップ研修があるものの、希望数は多くない

現状

紹介・確認

希望

事業説明

教員

学校支援センター
SSC
コーディネーター申込

人選

訪問してサポート

初任者指導経験者 ※臨採は、ケースバイケースで対応

教員の交流・自主研修の機会を確保
③ 自主サークル新設・活性化を支援 ④ 教職員スポーツ交流大会など計画中

社会科サークル 1991年〜

会員数28名 ⾦曜日19時-21時 年９回開催

体育サークル 2022年〜

会員数20名 ⾦曜日18時-20時 年4回開催

読み語り（この本大好きの会）サークル 1991年〜
会員数15名 不定期 年4,5回開催

・理科 ・図工美術 ・英語
・特別活動 その他

R5新設
⾒込み

8月
第1土曜日
予定

教職員親睦パークゴルフ大会（仮称）
市内パークゴルフ場 年末予定

校⻑
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